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Irons, 2004;Gilbert & Procter,2006）。先行研究と本研
究の結果をふまえると，SESとSBBCに対しては，信念の
影響について理解し，受容的態度を促進することによって
効果が得られる可能性が考えられる。
研究７
目的：研究４～６の結果に基づき，SESとSBBCの影響に
ついて受容的に思索することの効果を検証した。
方法：特性的身体不満足感の得点が平均値よりも高く，
BMIの値が青年期女性における平均値の±２標準偏差以
内であり，不満の対象となる身体部位は医学的問題とは無
関係である，などの基準を満たす健常な青年期女性42名を
対象に実験を行った。年齢，BMI，特性的身体不満足感の
得点を基にマッチングを行い，SESとSBBCについて受容
的に思索を行う認知行動的介入群（n=12），SESやSBBC以
外の外見に関することについて思索を行う傾聴群（n=11），
外見以外のことについて思索を行う統制群（n=12）に振り
分けて実験を行った。
結果：認知行動的介入群は統制群よりも，ポストテストに
おいて，身体不満足感の感情的側面（状態）の得点が有意
に低かった（ρ<.05）。ところが，傾聴群と統制群の間には
有意差は認められなかった。
考察：SESとSBBCについて受容的に思索することは，身
体不満足感の低減効果があると考えられる。
研究８
目的：研究７で効果が示された介入を参考にして認知行動
的介入プログラムを考案し，その効果を検証した。
方法：対象者の選定基準ならびに群編成は，研究７と同様
であった。認知行動的介入群と傾聴群では，週１回全５回
の介入を行い，未介入の統制群と比較した。
結果：SBBC，食行動異常，外見に関する回避・安全確保
行動全般の得点については，群間で有意差は認められな
かった。しかし，認知行動的介入群では，プリテストから
ポストテストにかけて，SES，社会的場面の回避行動，人
生満足感，主観的幸福感の得点において肯定的変化が示さ
れたのに対し（ρ<.01～ .001），傾聴群と統制群では有意
な変化は示されなかった。
考察：本研究で開発した認知行動的介入プログラムの有効
性が示唆された。
総括的考察
　本論文の研究１～２によって，従来の尺度で捉えきれな
かった外見全般に関する不満足感を適切に評価できるよう
になった。本論文によって開発された尺度は，身体不満足
感に関連する様々な問題の解明や介入法の検討において有
用であると考えられる。本論文の研究３～６では，これま
で研究者間でばらばらに検討されてきた身体不満足感の増
加に関わる信念を統合的に理解したうえで，さらに食行動
の問題に限らず多様な行動的問題や幸福感を含めて，身体
不満足感のメカニズムを解明した。これらの研究をとおし
て得られた新たな知見に基づき，研究７～８ではSESとSBBC
の影響に対する受容的な理解を促進することを意図した介
入法を開発し，その効果を検証した。その結果，青年期女
性の身体不満足感，自己評価において外見的魅力を重視す
る信念，社会的場面の回避行動の低減と主観的幸福感の増
加に有効であることが示唆された。
　本論文によって，青年期女性における身体不満足感のメ
カニズムが解明され，青年期女性の精神的健康を維持およ
び増進し，適応や成長を促し，心理的不調の低減と精神疾
患の予防に効果のある新たなアプローチの可能性が開かれ
たといえる。
